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日本地質文献デｰタベｰス

GEOLISの作成と紹介

本荘時江･武田福美･菅原義明(資料室)

TokieHoNsH0･YoshimiTAKEDA･YoshiakiSUGAwA跳

地質調査所資料室は従来より論文単位の検索がで

きる目録r地質文献目録｣を年刊で発行する業務を続け

てきましたがこのほど同目録の作成過程をこれま

での手作業からコンピュｰタを使用しての機械入力に

切り換えました.この機械化への変換によってデｰタ

ベｰスが誕生した訳です.これを名付けて｢GEOLIS

(堕109i･･1里･ratu･･塁･vic･Sy･tem):日本地質文献

デｰタベｰス｣としこのデｰタベｰスから出力し冊子

として印刷Lたものがr日本地質文献目録｣でこのほ

ど｢同1986｣を出版しました.

この稿は｢地質文献目録｣からrGEOLIS｣へ更に

｢日本地質文献目録｣刊行への移行の経過とGEOLIS

の概略の紹介を目的としております.

1.r地質文献目録｣とrlヨ本地質文献目録｣

1)｢地質文献目録｣の発刊

r地質文献目録｣の歴史はr1945-1955｣年版が地質

調査所75周年記念出版物として1年有余にわたる採録

･編集期間をかけて昭和32年に発刊されたことから始

まりました.

r地質文献目録｣は著者･学問分野･地域名から文

献を検索できる目録です.初刊時に決めた出版形態

事項分類(表1)地域分類(表2)はその後も継承さ

れ1985年版までがこの形式･分類に基づいて採録･編

集されています.

r1956-1960｣年版は1冊にまとめr地域別索引｣の

みを付けた発行となっていますが1961年版以降は1年

毎の編集で年刊発行とたり現在1978年版までが出版

済みとなっています.1979年～1982年の分は編集が終

了して印刷原稿が完成しており出版を待つばかりとたっ

表1事項分類表

(大項目)(中項目)

地域地質広域

(地質図を含む)北海道地方

東北地方

関東地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九州地方

国外その他

層位一般

(地史を含む)古生代

中生代

新生代

第三紀

第四紀

古生物一般

(現棲生物を含む)古動物

古植物

堆積

火山

構造地質

岩石

一般

堆積岩(堆積作用を含む)

(大項目)

(中項目)

岩石物性

古地磁気

鉱物

鉱床

燃料

応用地質

水理地質

海洋･湖沼

地球化学

絶対年代

地球物理

地形

調査法

その他

貫入岩

噴出岩

変成岩

一般

金属

非金属

核原料

一般

石炭

石油･天然カス

ｰ般

土木地質

地熱･温泉(鉱泉を含む)
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表2地域分類表

日本

北海道

東北地方

青森県

秋田県

岩手県

宮城県

福島県

山彬県

関東地方

東京都

神奈川県

埼玉県

千葉県

群馬県

栃木県

茨城県

中都地方

新潟県

憲山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

近畿地方

兵庫県

京都府

三重県

滋賀県

和歌山県

奈良県

大阪府

中国地方

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

四国地方

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

九州地方

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県

長崎県

熊本県

鹿児島県

沖縄県

海域

国外その他

ております.1983～1985年年の分は採録のみ終了し

ており出版するにはまだ編集作業を経なげればたらな

い状況にあります.

2)｢地質文献目録｣の作成遇程

目録に掲載する必要のある論文か否かを決める論文選

択作業から始まって目録とLて出版されるまでの作成

過程を簡単に紹介しますと

①論文選択一資料室が入手し受入れた資料(雑誌･

報告類･地質図類など.但L単行本を除く)の中から

必要た論文を選択･抽出する.

②カｰド作り一選択された論文の1件ごとに1枚の

カｰドを作成必要事項を記入する(表3)｡

a論文に関する書誌事項の記入(著書名論文名

資料名巻･号ぺ一ジ付図･付表の量など)

b編集のために必要た事項の記入(著者名のロｰマ

表3論文採録カｰドの実例

�一

鶏/

字付け事項分類(表1)の該当項目地域分類(表2)

の該当項目)

③記入済カｰド1年間分をまとめて編集した出版原

稿を作成

a②aの部分を本編とし筆頭著者のアルファベ

ット順に配列し一連番号(通し番号)を付す(例2

b以下末尾).

b②bで付した事項分類を各項目毎にまとめ事項

索引を作成する(例3b).

c同じ要領で地域索引を作成する(例4b).

d採録論文を掲載した雑誌名等の一覧表｢採録誌

名一覧｣を作成する(例1b).

以上のようた遇程を経て｢地質文献目録｣は出版の運

びとたります.

3)目録作成過程の機械化即ちデｰタベｰス作成

搬了苧苧碑㌻ξ㌻������

“∵∴“1=二二竈二筆1地福触11柵脳愛�ぷ篶㍍∴ll1㌻≡l1箪二1汀十㌃llコ;(兇熱激)1()1�����

域�甲子三量泉�項�施批掌(�)�=�〃8ゴ年

著①SAア0�②舳0�■■一�,�瀞考総数�,�

者�双吻ε㎜肌x�乃閉0加〃〒�∠�2一��

＼1+∠

著者名のロｰマ字付け

1987年8月号�
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への移行

1論文につき1枚のカｰドを手書きして基本カｰドと

しこれを1年分まとめて更に複数著者用索引用事項

･地域別カｰドを作り編集するという手作業によって

行っていたこれまでの作成過程を機械化して編集作業

･原稿作りを何とか合理化出来ないものかと考えまし

た.

コソピュｰタヘの論文人力ギｰワｰドの選定だとは

人手に依らざるを得ませんが少なくとも編集過程が機

械処理できれば編集費出版費の節減につなカミると考

え当所地質情報解析室の協力をお願いしてデｰタベ

ｰス構築の検討を始めたのカミ昭稲60年6月でした.

地質情報解析室と資料室との協議は半年間にわたって

続けられました.度重たる協議の中で機械入力･編

集･検索･冊子出力を兼ね備えたデｰタベｰス設計の構

想が固められていきました.

デｰタベｰス設計に関する報告はr日本地質文献デｰ

タベｰスGEOLISシステム開発報告書｣(地質情報解析室

村田泰章著)に詳しく記述され公表されていますのでご

参照下さい.

4)r地質文献目録｣から｢日本地質文献目録｣への

移行

前述のように目録作成過程を機械化コンピュｰタ入

力に切り換えることによって機械検索可能なデｰタベ

ｰスの作成につながることとたりましたがデｰタベｰ

スから出力して作成する目録は機械処理に伴って索引

語(キｰワｰド)を中心とする形態とたりこれまでの目

録とは検索形態が大きく異なることとたりました.ま

たこの変更と同時にこれまで採録対象外としていた

単行本を対象に加えることとし一層の充実をも図りまし

た.

昭和61年4月からは採録をコンピュｰタ入力に切り

換え同年12月までに5,825論文を入力しました.こ

れを冊子形式で出力したのカミr日本地質文献目録1986｣

で本年3月に第1回目を発行することができました.

前目録と今回発行の目録との相違点は次の通りです.

(表4)

2.G囮OLIS:日本地質文献デｰタベｰスの紹介

資料室は昭和60年4月末に図書関係担当者6名のう

ち半数の3名でプ買ジェクトチｰムを組んで機械化へ

の移行の検討を始めました.検討に際してはU.S.A.

の商用デｰタベｰス“GeoRef"(注)が大変参考とたり

ました.

GEOLISは“GeoRef"と較べますと全ての面では

るかに小規模ではありますが日本列島に関係する地質

学分野の文献デｰタベｰスという点では他に類がありま

(注)GeoRef:TheAmericanGeo1ogicalInstitute(AGI)がrBib1iographyandIndexofGeo1ogy｣と題する文献目録誌

を月刊で発行しており同誌の発行体制を機械化することからデｰタベｰス“GeoRef'の誕生と'たった.“GeoRef"はDialoq

に組み込まれている地球科学の文献デｰタベｰスとして世界的に利用されている.当所も1978年からのMTをRIPSの供用

デｰタベｰスとして登録しており所内での検索に供している.

表4従来の地質文献目録と日本地質文献目録の比較

日本地質文献目録

構成

内容

例

地質文献目録

構成

内容

例

1｡収録資料名等一覧�資料名十発行者十発行地十巻･号･発行年資料名のアルファベット順�1a�1.採録誌名および略誌名一覧�略誌名十(正式～誌名十発行者資料名のアルファベット順�1b

2一英･和資料名対照一覧�英文資料名十和文資料名英文資料名のアルファベット順�2a�2.人名別目録(本編)�著者名十論文題名十資料名十巻･号･頁十出版年十図･表･図版の数�2b

3｡本編(人名別目録)�著者名十出版年十論文題名十資料名十巻･号･頁十付図･図版の有無筆頭著者のアルファベット順�3a�3｡事項別索引�事項分類表(表1)による項目ごとの記載筆頭著者名十論文題名十論文番号�3b

4.著者索引�薯老名十論文番号筆頭･共著者の区別なく著者名のアルファベット順�4a�4.地域別索引�地域倉類表(表2)による項目ごとの記載筆頭著者名十事項分類十事項番号�4b

5.キｰワｰド索引�キｰワｰド十論文番号十論文題名の最初の部分キｰワｰドのアルファベット順�5a���

冊子のサイズ�B5版(18㎝×25.5㎝)��冊子のサイズ�A5版(14㎝×20.5㎝)�

地質ニュｰス396号�
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例1a収録資料名等一覧

�������牡�楣慓散瑩潮������������楣慴楯����慴楯��

�楯湯晃特���杲慰��潰��来��湫����潰��来温

癯��湯�����漱�������

愛知教育大学研究報告･,自然科学編(愛知教育大学,刈谷市(愛知))

湯�����

㌻峠童㍗)騎鱗麟雛;鰯1

例2a英･和資料名対照一覧

Anna1softheTohokuGeographica1Association(東北地理)

Anma1MeetingoftheMinera1ogica1SocietyofJapan(日本鉱物学会講演要旨集)

���剥灯牴潦剥��捨��楴畴敦��穡���湯睹�����慴慕�癥�楴�

(研究年報(新潟大学積雪地域災害研究センタｰ))

Amua1ReportoftheHakusanNatureConser∀ationCenter(石川県白山自然保護センタｰ

研究報告)

例3a本編

11奏羨ぎ

例4a著者索引

1茅1∵｡棚､

例5aキｰワｰド索引

1㍗㍗

1987年8月号�
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例1b採録誌名および略誌名一覧(発行所名)(1975年)

���������捴�

���������捴�

愛知県旭野高校研究紀要

愛知県工業指導所報告

秋田地学

秋田大地資研報

A㎜.Jour.Sci.

�������牡�楣慓散瑩潮�

���特���杲慰���捴楯湂

愛知県立旭野高等学校研究紀要第2集

(愛知県工業指導所)

(秋田地学教育学会)

秋田大学鉱山学部地下資源研究施設報告

�敲楣慮�畭�潦���攀

例2b人名別目録

�

1.ABE,HiroshiandA0Kエ,Morihiro:ExperimentsontheHydrotherma1AlterationofMordenite

RocksinSodiumCarbonateSo1ution,witlユReferencetoAna1cimizationaroundKuroko

Deposits,E60物.Gθoム,vo1.70,no.4,p.770～780,8丘g,3tab.

2.阿部和雄･荒明正倫:水田土壌の粘土鉱物組成とその土壌分類への適用農業技術研報土壌肥料

no.27,P.61～127,12丘9一,25tab.

3｡阿部正宏･市川慧:花嵐岩体の透水性について(演旨),地質学会82年大会,p.347.

4.阿部修治･飯島南海夫:新潟県瀬波温泉の地質学ならびに地球化学的研究,温泉工学,vol.10no,1

p.1～15,6丘g.,2tab.

例3b事項別索引

岩石

一般

青木斌･他1:海洋底の岩石一推古海山一40

青木斌･他3:GDP航海における岩石学的成果42

C亘ApMAN,C1arkR｡:小惑星は隈石の母体か105

GDP-11研究航海乗船研究者一同:奄美海台における,ヌンムリテスおよび角閃石トｰナル岩その

他の礫の採取198

牛来正夫:火成論の40年一Bow酬学説との闘い一(その2)201

H畑T0RI,Isamu:LithofaciesContrastinthePa1eozoicSystemoftheEigenjLchoArea,

卵�歡���楮剡湧攬��牡�慰慮㈶�

例4b地域別索引

石川県

能登半島氷見

越前海岸公園

金沢市

福井県

打波川流域付近

申竜地域

大島半島

目同湖

(第四紀)

(第三紀,古植物)

(第三紀,古動物)

(構造地質)

(金属)

(貫入岩)

(古動物)

(古生代,古動物)

藤井昭二

�味�����椀

中島経夫

�����捨楲�

金属鉱物探鉱促進泰業団

黒川勝已･他

下中昌樹･他2

田中芳明

��

��

��

��

��

��

��

��
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表5GEOLIS入力項目等

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

番号�入力項目�略称�属性�最大字数�最大個数

1�文献番号�N0�英語�8�1

2�論文題名(日本語)�TJ�日本語�250�1

3�〃(ロｰマ字)�TR�英語�500�1

4�〃(英語)�TI�〃�500�1

5�著者名(日本語)�AJ�日本語�25�50

6�〃(ロｰマ字&英語)�AU�英語�50�50

7�団体著者(日本語)�CJ�日本語�100�1O

8�"(ロｰマ字&英語)�CA�英語�200�10

9�編集･翻訳者(日本語)�EJ�日本語�25�10

10�〃(ロｰマ字&英語)�EE�英語�50�10

11�資料名(日本語)�JJ�日本語�250�5

12�〃(ロｰマ字)�JR�英語�500�5

13�〃(英語)�JA�〃�500�5

14�シリｰズ名(日本語)�SJ�日本語�250�5

15�"(ロｰマ字&英語)�SD�英語�500�5

16�巻�VV�〃�50�5

17�号�VI�〃�50�5

18�ぺ一ジ�VP�〃�100�5

19�発行者(日本語)�PJ�日本語�50�5

20�"(ロｰマ字&英語)�PB�英語�1OO�5

21�論文言語区分�LN�〃�10�5

22�アブストラクトの言語区分�LS�〃�10�5

23�図版�PL�〃�1OO�1

24�発行年�VY�〃�10�5

25�資料の種類�CT�英語�10�10

26�書誌レベル�BL�〃�10�5

27�ISSN�IS�〃�8�1

28�ISBN�IB�〃�20�5

29�インデックス(日本語)�IJ�日本語�25�30

30�〃(ロｰマ字&英語)�IN�英言善�50�30

31�発行国�CC�〃�20�1

32�図幅番号�QD�〃�10�5

33�図書台帳No.�RG�〃�10�1O

34�分類番号�LB�〃�10�2

35�目録コｰド�BK�〃�1O�10

せん.GEOLISは資料室カミ昭和61年4月以降に受げ

入れた資料から入力を開始し昭和62年4月までの1年

間に6,756論文を入力しすでに所員がコソピュｰタ端

末機から検索するという形での利用に供Lています.

1)GEOLISの構成

◎ホストコソピュｰタ:FACOMM380(工業技術院

16研究機関の共同利用施設:情報計算セソタｰ(RIPS)に

設置されている大型コソピュｰタ)

◎入力用端未機:FACOM9450]I1台FACOM

9450■1台の計2台を資料室に設置RIPSに接続

◎入力用ソフト:地質情報解析室村田泰章技官作成

◎入力用補助機能:ホストコソピュｰタに備えられて

いる目本語辞書機能(一般用語主な地名たど数万語カミ

登録されている)解析室単語辞書(当所地質情報解析

1987年8月号

室が文部省学術用語集地学編地学辞典を中心に登録L

た専門用語)を利用

◎入力項目及び使用文字等

著者名論文題名資料名等35項目(表5)

2)GEOLISの利用

①機械検索

GEOLISはRIPSに設置されているホストコソピ

ュｰタに登録されています.RIPSに接続されてい

る目本語端未機でさえあれほどこからでも検索でき

その結果をプリソタｰで出力できます.具体例は

｢表6｣の通りです.

｢表5｣で示しました35の入力項目の全てからの検

索が可能ですがごのうち表中*印を付した項目一

文献番号･著者名･団体著者名･編集翻訳者名･発行�
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表6GEOLISの入力例

整理番号GOOO0431

論文題名(日)

論文題名(口)

論文題名(英)

著者名(日)

著者名(英)

資料名(日)

資料名(口)

巻

号

ぺ一ジ

発行年

発行者(日)

発行者(英)

論文言語区分

ABS.の言語区分

ABS.の言語区分

図表･写真

資料の種類

奮誌レベル

��

イ.ンデックス(日)

イ.ンデックス(英)

インデックス(日)

インデックス(英)

インデックス(日)

インデックス(英)

インデックス(日)

インデックス(英)

発行国

目録コｰド

美濃帯南西部からの三畳紀及びジュラ紀放散虫化石

M工NOTA工NANSE工Bl｣1くARANOSANJOulく工OYOB工JuRAlく工HO

uSANCHuulくASEK工

Triass1candJurass1cRadioしar,ansfr◎mtheS◎uthw

estel-nPart◎ftheMinoTerrane〃CentraしJapan

栗本史雄

KuR工MOTOC卜1工KAO

地質調査所月報

CH工SH工TSuCHOuSASHOGEPPOu

㌸

�

��　

コｰ987

地質調査所,谷田部町(茨城)

CH工SH工TSuCHOuSASHO〃yATABEMACH工(工BARAK工)

�

�

�

Pし｡

卅

�

OOユ67665

美濃帯南西部

M工NOTA】=NANSE工BU

三畳紀

SANJOuKエ

ゾ皿ラ紀

JuRAK工

放散虫化石

ト10uSANCHUUKASEKI

�一

�

年｡イソデックスｰの6項目についてはインバｰテッ

ドファイルが作成されていますので非常に早い速度

での検索ができます.

②冊子目録の発行

前述のように入力した情報を従来のr地質文献目

録｣に似た形式で出力できます.r日本地質文献目録

1986｣の出力形式は当所内の｢文献デｰタベｰス委

員会｣での検討を経て決定Lたもので出力ソフトは

外部注文で作成Lました.

この出力ソフトを使用すれば入力したデｰタを好

みの期間例えば週刊月刊隔月刊季刊年刊

等での冊子目録の発行更に特定の課題事項ある

いは地域別目録だとの発行も可能です.

コンピュｰタ端末機の普及は非常に早い速度で進

行してはいますが冊子形式目録はその使い易さ簡

便さ更には外部の方々の利用を考えますとまだまだ

捨て難いものがあります.私達担当者もまた当分

の問は冊子体での発行を続けたいと願っています.

3)GEOLIS1986の内容

1986年4月から同年12月までにGEOLISに入力した

デｰタの内容は次の通りです.

①デｰタ量論文数㌦825/内鴛文も1箒

雑誌等資料種数約720

著者数日本語表記約4,530

(中国語名を含む)

欧文表記約1,630

団体著者数235

キｰワｰド数約11,000

(欧文を含む)

1論文のキｰワｰド数(平均)約5

②キｰワｰド(インデックスタｰム)について

従来は各論文を表1表2の分類表に基づいて分

地質ニュｰス396号�
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類し事項別索引と地域別索引を作成して利用者の便

を計ってきまLた.この分類表は前述の通り昭和31

年に作られたもので特に事項分類表はその後の学問

分野の進展たどから現状に合致したい面が多六生じて

きていますしまた私達が分類間違いをする事もあ

って何らかの改良もしくは変革を必要とする時期に

来ていました.

キｰワｰドの決定はGEOLIS専用のシソｰラスを

作成してこれに基づいて付与するのが最も理想的と

考えます.カミそのためには老大た時間と労力と費

用の注入が前提とたりそのための専用スタッフが必

要です.(注)

前述のAGI製作のGeoRefはそのようた努力の

結果として専用のシソｰラスがありこれからキｰワ

ｰドを付与していますので主題のキｰワｰドぽかり

でたく関連するキｰワｰドも自動的に補える仕組み

にたっています.

しかしツソｰラスの作成は大事業ですので現時

点での実行案としては残念なカミらあきらめざるを得ま

せんでした.

労力･時間･経費を極力節減してたおかつすぐに

実行可能た方法を資料室と地質腎報解析室とで模索

した結論は論文題名からキｰワｰドを採る方法でし

た.この方法たらば研究者の手を煩わせずに私達担

当者が入力し次がらキｰワｰドの付与が可能ですので

より一層現実的た方法といえます.

このような経過からキｰワｰドは論文題名の中か

ら選ぶただし著者がキｰワｰドを指定してある場

合はこれを加えるまた地域性のある論文には上

位概念として都道府県名を補うとの原則を決めて

GEOLISの入力を開始しました.

キｰワｰドに関しては1年を経過した現在も多く

の問題を抱えておりキｰワｰドの選び方言葉の統

一補充漢字･カナ表記の統一などについて文献

選択に当っている研究者を中心に近く検討を開始する

ことになっています.が根本的解決は専用のシソ

ｰラス作成を待たねぽたりません.

3.一年間の入力を終えて

振り返ってみますと私達は自前のデｰタベｰスを

作りたいという夢を随分昔から青くんで来たような気

がします.私達は1977年にAG1からGeoRefMT

のサンプルコピｰを取り寄せ導入の検討を行いまし

注)ちなみにrJICST科学技術用語シソｰラス｣は広い分野

にまたがるとはいえ実に7年有余の期間を費Lて作成され

た.

1987年8月号

だ.この時からr地質文献目録｣を“日本のGeoRef"

にしたいと願い続けて所に対してGeoRefの導入

コンピュｰタ設置計画だと数々の提案をしつつ具体化

について模索なカミらデｰタベｰス作りの計画を練ってき

ました.

デｰタベｰス作成の具体的検討に入ったのは2年前の

1985年4月末で当初の課題は入力項目の決定でした.

中でも議論とたったのは事項･地域分類及び図版･

図･表の表記の要･不要の判断でした.従来の目録は

分類を与えp1.,丘g.,tab.の数量を明記して論文内容

の一部を知らせる役目としてきました(例1b参照).

私達担当者はこの形式の継続を提案しましたがデｰ

タベｰス委員会の結論は分類すること及び丘g.tab.

の記述は不要ただし図版(p1.)だけは記述すること

とたりました.分類に対しては私達図書館員は分

類することが目録を使い易くし有効性を高める効果を生

んでいると確信していましたしある種の安心感を持っ

ていました.しかし研究者との検討の結果は分類

はいっさい行わたいというものでした.30年の長い歴

史をもつ目録の形式がここで大きく転換することにな

りまLた.

このようにして35個の入力項目が決定し入力を開始し

ましたカミ整理･編集機能カミ人間の作業から機械に移行

した訳で機械の正確さというより融通のきかなさに泣

かされる目表となりました.基本的たことたらいざ知

らず入力時のスペｰスの与え方コンマの打ち方など

使用上さほど意味のないたった1マスが大きく入出力を

左右するのが機械たのです.手作業の時代には余り重

要でたかった記述についての統一性カミ強く求められると

共に入力者全員が1字1句完全に一致した記述で入力

することが絶対必要条件とたりました.

GEOLISの入力項目は日本語･(日本語の)ヨミ'英

語の3つの表記を1セットとして入力する方法を採って

います.日本語の入力はヨミを表わすロｰマ字表記

を入力すると自動的に漢字を含めた日本語に変換される

システムとたっています.(例えばNIHONNOCHISHI

TSUと入力し変換すると日本の地質とたる)･

日本語は人名も地名も学名も全ての言葉をロｰマ字

表記とするため入力には読み方が判明Lていることが

大前提となります.このようた入力形式のため正確

たヨミを付けることに大変苦労しました.地名辞典

専門用語辞書学会名簿たどあらゆるレファレンスツ

ｰルを駆使し更に電話での間い合わせをするなど出

来る限りの努力を行いましたがこの調査に費す時間は

相当人きたものでした.

1986年入力分には日本地質学会をはじめ十数学会の�
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表7

�〰

1945～1986

採録論文総数8万400論文

�〰

�〰

(注1)198名､1985の2年間は学会講演

要旨集を採録してありません｡

㌰〰

文2000

数

↑

西暦今

'45'56'61'65'70'75･80･85･86

H↑

5｣地質文献目録十GEOLIS

講演要旨集から約2,200論文を採録しました.要旨論

文にはヨミや英文表記カミ付されているものは殆んどあ

りません.このため各学会に｢著者名の正しい読み

方｣を何らかの方法で表示Lて頂くよう要望(昭和61年

11月に依頼)したところ日本地質学会など数学会がこ

れを受けて昭和62年度の講演要旨集から英文表記等を

付すたどの改善が加えられました.

更に日本語はカナ･ひらカミな･漢字という三つの表

記方法に加えて新字体･旧字体もあります.従って

同一の用語･同一人物でも目録として集約Lてみると幾

通りにも分れて出力されて来る例が沢山生じました.

このようた混乱を出来るだけ避けるため入力用表記

･記述の統一に関するマニュアルをまとめ96べ一ジの

冊子として作成しました(作業用として資料室保存).こ

れを土台として今後追加･訂正を重ねて正式た入力作業

マニュアルとして固めていくことにしています.

入力開始後の問題はこの他に検索用語としてのキｰ

ワｰド選択に関するものがありますのは前述の通りで

す.いづれの問題も今後の欠きた検討課題として残っ

ております.

上述のようだ経過で誕生したGEOLISはデｰタ量

もまだわずか7千論文を数えるのみです.しかL毎

年6千論文以上の人カガミ見込まれることから数年の蓄

積で利用価値の充分高いデｰタベｰスに成長すると確信

Lています.｢地質文献目録｣時代に収録した論文は

表7に示したように1945年～1985年の間に7万5千論

文を収録しています.もしGEOLISへの遡及入カガミ

可能たらばデｰタ量としては決して少なくたい利用価

値の高いデｰタベｰスとたります.しかし遡及入力

には莫大た経費と労力を費さねばたりませんので想像以

上の困難を伴うとは思いますが実現されることを願っ

て止みません.

現在は所内のみの機械検索に限られていますが

GEOLISが大学や一般の研究者さらに国内外でも利

用出来る方法が早急に開かれることを私達は切に願っ

ています.
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